
34

 AFIRM 化学物質ツールキット   |   2021

付表H. 安全データシート SDS
安全データシート（SDSs）は、以前は化学物質等安全データシート（MSDSs）と呼ばれていました。SDSsは化学品
に関する重要な情報を与えてくれ、リスク評価や、人間の健康や環境を守るための管理を確立するために使われま
す。さらに、SDSはサプライヤーが制限物質の問題を回避するために役立つ規制や成分レベルの重要な情報を含んで
います。

化学品の分類および表示に関する
世界調和システム（GHS）に基づ
いた安全データシート
SDSsにはさまざまなフォーマットがありま
す。AFIRMでは、サプライヤーに、化学品の
分類および表示に関する世界調和システム 
(GHS) を使っている化学品サプライヤーから、 
高レベルのSDSsを入手するようアドバイスし
ています。GHSは、国連により管理された広
く受け入れられた世界標準であり、各国の規
制と組み合わされ、最も包括的な情報を提供
してくれます。

SDS ファイルの例や各 SDS セクションの詳細
なドキュメントなどの追加情報については、
「Outdoor Association’s Chemicals 
Management Guide & Training for 
Manufacturers (アウトドア協会の化学物質管
理ガイドおよびメーカー向けトレーニング)」
をご覧ください。このドキュメントの 40～44 
ページには、安全データシートに関する詳細
な情報が記載されています。このガイドは以
下からご覧いただけます。https://cdn.manula.
com/user/10559/11844_12661_en_ 
1497037271.pdf?v=20181002032847

安全データシートの限界
SDSsは説明しようとする特定の化学物質だけ
を示しています。したがって、製品の製造に
使われる化学物質を示すSDSは、必ずしも最
終製品そのものにも適用できるとは限りま
せん。

例えば、シャツの色を変えるためにインクが
用いられますが、インクの化学物質の多く(量
的)は、製品が上市されるまでに洗い流される
か、蒸発する可能性があります。さらに、化
学品混合物におけるSDSでの警告について
は、1％ (その化学物質に発がん性がある場合
は0.1％) を超える化学物質のみを開示する必
要があるということです。これは事実上、特
定の化学物質の使用に関するリスクを、完全
に理解できていない恐れがあります。したが
って、SDSは、製品を作るために選んだ化学
物質が記されている文書であるものの、最終
製品に存在する可能性のある化学物質を正確
に文書化するためには、製造プロセスを理解
する追加の専門知識が必要です。

https://cdn.manula.com/user/10559/11844_12661_en_1497037271.pdf?v=20181002032847
https://cdn.manula.com/user/10559/11844_12661_en_1497037271.pdf?v=20181002032847
https://cdn.manula.com/user/10559/11844_12661_en_1497037271.pdf?v=20181002032847
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重要なセクション
SDSは豊富な情報を含んでいる内容の濃
い文書です。しかし、特別な注意を払う
必要のある項目があります。図9にこれら
の項目を強調表示しています。

過去3年以内のバージョンの日付

製品について質問がある場合のサプライ
ヤーの連絡先情報

迅速なリスク評価を可能にする危険有害
性情報

ピクトグラム。労働者に明確に危険を知
らせるために、現場でラベルに使用でき
る。

成分の一般名。化学物質をさらに調査す
るために使われる。

各成分の濃度。サプライヤーが相対的な
リスクを判断するのに使われる。

化学品成分のCAS番号。製品に関連した最
新の法規を調査するのに役立つ。

成分レベルの危険性。相対リスクを決定
するために濃度とともに使われる。

SDSsの形式はさまざまですが、AFIRMの
サプライヤーは、ここに示すような形式
のSDSを化学品のサプライヤーに要求す
るのが良いでしょう。

図9. 安全データシートの重要な要素
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